
　　　柴田　敏子さん 　　　　最初の作品 　現在の作品 陶友会の皆様の作品

10
月
号

　
　三原市中央公民館
　三原市円一町２丁目３番１号
　講座の申込先　中央公民館生涯学習課
　ＴＥＬ　０８４８－６４－２１３７

　
 べビーマッサージ（６～１１ヶ月）
 
　　日程　　１０月１１日(金）
　　場所　　第１研修室(1F）
　　時間　　１０：００～１１：００
　　定員　　１５組
　　対象　　６～１１ヶ月児とその保護
者
　　参加費　　３００円
　　締切り　　１０月７日（月）

　 新しい風・生涯学習

　　初めての茶道教室（裏千家）
　
 　　日程　　　１０月９日（水）
  　場所　　　和室（３F）
 　 時間　　　１０：００～１２：００
  　定員　　　１０人
　　対象　　　大人
  　参加費　　４００円
  　締切り　　１０月７日（月）

 
　べビーマッサージ（0～５ヶ月）
 
　日程　　　１０月１０日(木）
　場所　　　和室（３F）
　時間　　　１０：００～１１：００
　定員　　　１０組
　対象　　　０～５ヶ月児とその保護者
　参加費　　３００円
　締切り　　１０月７日（月）
　

　　　　　　　　　　１１月の体験講座紹介
①楽しいそば打ち（さざなみ学校）
②脳いきいき体験教室
③パンで作るウエルカムボードとおいしいパンケーキ作り
　　〔クリスマスをもっと素敵にしよう）
④ヘルシーで満足感たっぷり料理
　

　9月の激しい集中豪雨や、すざましい竜巻などで被害にあわれたご家庭などが多くあったことをニュースで知りました。計り知れ
ない悲しみの中でご苦労をされていることに心が痛みます。どうぞ通常の生活が出来るようになりますよう心からお祈り申し上げ
ます。
　さて今回、中央公民館で２０年間の長きにわたり生涯学習に取り組んでおられる８８歳になられる“柴田　敏子さん”をご紹介さ
せていただきます。まさに“生涯学習バンザイ”です。
　柴田さんは２０年前より“陶友会”という陶芸グループに入会され、最初に作ったのが夫が晩酌をする“酒どっくり”だそうです。
（下の写真）「この酒どっくりで毎晩晩酌をしていました。その夫も今は天国にいます。２０年たった今も大切にもっています」と感
慨深そうに、ポツポツと話してくださいました。そして今、下の写真のように　木の時計台に止まったふくろうを作り柴田さんは今も
元気に陶芸に邁進されておられます。又８８歳という米寿を迎えられました。“陶友会”の代表奥野さんを初め仲間の皆さんに励
まされながら素晴らしい作品を作り続けておられます。なんとも温かいお話に心を打たれました。励ましあい、支えあい、楽しく、
目標を持って取り組む姿勢は、まさに生涯学習を実践されておられるグループだな～！と感じました。柴田さん！これからも益々
お元気で羽ばたいてくださいね。米寿を迎えられ誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げます。

　
　　　グラスアート入門
　
　日程　　 １０月３０日（水）
  場所　　　さざなみ学校（図書室）
  時間　　　１３：３０～１５：３０
  定員　　　１５人
　対象　　　大人
  参加費　　１２００円
  締切り　　１０月２３日（水）

　　　　家庭でできちゃう
　　　本格イタリアン料理
　
　日程　　　１０月２８日（月）
  場所　　　調理室（３F）
  時間　　　１０：００～１３：００
  定員　　　１０人
　対象　　　大人
  参加費　　１６００円
  締切り　　１０月２１日（月）

　１０月２６日と２７日は
生涯学習フェステバルが開催され
ます。リージョンプラザ・中央公民
館に遊びにきてね～！！

　お知らせコーナー



   

「
海
・山
・空
」 

夢
ひ
ら
く
ま
ち 

    
 

中
之
町
【な
か
の
ち
ょ
う
】  

御
調
郡
山
中
村
か
ら
三
原
市
中
之
町
！ 

Ｊ
Ｒ
三
原
駅
北
側
に
そ
び
え
る
桜
山
（
１

７
５
ｍ
）
か
ら
北
東
の
方
向
に
は
２
０
０
ｍ
前
後

の
山
並
み
が
続
き
、
龍
王
山
（
６
６
５
．
１
ｍ
）

の
山
麓
が
張
り
出
て
、
三
原
城
か
ら
見
て
北

東
部
の
山
中
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
山

中
村
の
地
名
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年

（
１
９
３
６
）
十
一
月
十
五
日
、
御
調
郡
山
中

村
か
ら
三
原
市
中
之
町
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
は
、
中
之
町
、
中
之
町
南
、
中
之
町
北
の

地
名
が
あ
り
ま
し
た
。
三
原
湾
に
流
入
す
る

和
久
原
川
は
太
郎
谷
川
・
大
谷
川
な
ど
の
水

を
集
め
、
普
段
は
川
面
に
水
の
流
れ
は
見
え

な
い
が
、
い
っ
た
ん
雨
が
降
れ
ば
濁
流
の
川
へ

と
変
貌
し
流
路
も
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
歴

史
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
も
灌
漑
用
水
が
不

足
し
、
６
～
９
ｍ
ぐ
ら
い
掘
ら
な
い
と
水
の
出

が
悪
く
、
水
の
確
保
と
米
作
り
に
か
け
る
執

念
と
偉
大
さ
そ
し
て
、
祖
先
の
人
々
の
努
力

に
対
し
て
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
す
。 

太
郎
谷
の
一
帯
に
は
太
郎
谷
遺
跡
等
埋

蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
で
あ
る
と
共
に
、
縄

文
・
弥
生
・
鎌
倉
時
代
の
遺
物
も
た
く
さ
ん

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         
 

深
町
【ふ
か
ま
ち
】 

深
と
久
山
田
は
１
村
で
あ
っ
た
。 

中
之
町
太
郎
谷
か
ら
松
尾
峠
の
大
池
か
ら

深
町
に
入
り
ま
す
。
古
く
は
不
加
・
不
可
と
も

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
の
藤
井
川
も
水

量
が
少
な
く
灌
漑
用
水
が
不
足
す
る
た
め
各

地
に
池
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
二
年

（
１
８
９
９
）
に
深
と
久
山
田
を
合
わ
せ
て
一
村

と
し
、
深
田
村
大
字
深
と
大
字
久
山
田
と
な
り

昭
和
二
十
六
年
（１
９
５
１
）深
村
は
三
原
市
へ
、

久
山
田
村
は
尾
道
市
へ
、
村
が
二
分
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

静
か
な
山
間
に
、
総
面
積
十
二
万
七
千
㎡
の

校
地
を
持
つ
巨
大
な
学
校
（
如
水
館
中
・
高
校
）

が
開
校
し
、
ま
た
、
老
人
施
設
等
も
あ
り
地
域

の
人
々
に
よ
り
新
し
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。 

 
       

四
回
に
わ
た
り
、
広
島
民
俗
学
会
理
事 

楪 

博
自
先
生
の
「み
は
ら
み
て
あ
る
記
」
￤
町
名
考

＆
ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩
￤
と
歴
史
民
俗
資
料

館
の
資
料
を
参
考
文
献
に
地
名
由
来
を
掲
載

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

冊
子
の
中
で
、
楪
さ
ん
は
「
地
名
は
歴
史
の

生
き
証
人
、
人
間
が
各
地
で
社
会
生
活
を
始
め

る
段
階
で
発
生
し
た
も
の
。
文
字
の
使
用
よ
り

は
る
か
に
古
い
の
が
地
名
。
中
央
公
民
館
の
あ

る
円
一
町
の
地
名
の
由
来
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ

う
。 ま

た
、
三
原
市
内
の
「
さ
ん
ず
い
」
の
つ
く
地

名
を
、
沼
田
川
流
域
を
中
心
に
見
る
と
、
沼
田
、

沼
田
東
、
沼
田
西
、
松
江
、
木
浜
、
宮
浦
、
宮
沖
。

さ
ら
に
本
郷
町
で
は
木
々
津
、
亀
津
。
沿
岸
部

で
は
田
野
浦
、
須
波
、
久
津
、
渡
瀬
。
島
し
ょ
部

で
は
鷺
浦
な
ど
の
地
名
が
み
ら
れ
水
と
の
か
か

わ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
の
土
地
を
知
る

に
は
歩
い
て
見
れ
ば
、
地
元
の
人
の
話
し
が
聞

け
る
と
共
に
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
は
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
体
験
が
出
来
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
体
力
づ
く
り
も
か
ね
て
、
住
ん
で
い

る
地
域
や
周
辺
地
域
を
歴
史
・
文
化
・
生
活
等

を
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
勧
め

て
お
ら
れ
ま
す
。 

        

み
は
ら
地
名
由
来
学 

新
連
載
企
画 

   

原
始
・
古
代 

三
原
の
海
岸
線
は
、
大
昔
は
現
在
よ
り
は

ず
っ
と
陸
地
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 

農
耕
生
活
が
始
ま
る
と
、
水
や
農
地
に

恵
ま
れ
た
土
地
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
遺
跡
は
、
沼
田
川
や
和
久
原
川
、
西
野

川
、
御
調
川
支
流
の
八
幡
川
流
域
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
特
に
沼
田
川
流
域
に
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
古
墳
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
農
業
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
て
勢
力
の
強
い
富
ん
だ
者
が

出
現
し
、
こ
の
地
方
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
古
墳
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
の
主
な
も
の
は
三
原
市
域
内
で
は
兜
山

古
墳
や
鳩
岡
古
墳
、
馬
場
谷
古
墳
、
宮
の
谷
古

墳
さ
ら
に
本
郷
町
へ
行
く
と
、
御
年
代
古
墳
、

貞
丸
古
墳
、
梅
木
平
古
墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

古
墳
【こ
ふ
ん
】  

三
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
に
土
を
高

く
盛
り
上
げ
て
造
ら
れ
た
有
力
者
の
墓
と
し
て

盛
ん
に
築
造
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

      

来
月
か
ら
、
本
郷
町
・
久
井
町
・
大
和
町
に
つ

い
て
引
き
続
き
掲
載
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 
 

上は昭和３０年下組 
田畑が多い状態 

下は昭和５２年下組 
住宅・学校が存在 

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う

 
 
 

三
原
の
歴
史 

(
 

１
回) 

 

 
 
 

三原市 
 
 

 

歴史民俗資料館 

三原みてある記（Ａ５版） 

兜山古墳 （沼田東町納所） 

（昭和 12 年 5 月 28 日 県指定史跡） 

直径 45m、高さ 7m の円墳で内部は

未発掘のため不明ですが、5 世紀中

頃の古墳と推定されています。 

深町にある道路標識 

1994 年（Ｈ６）に移転した
如水館高校 
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